
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 令和４年度第１回佐渡市脱炭素推進会議 

開催日時 
令和４年６月２８日（火） 

午前１０時３０分開会   午前１２時００分閉会 

場所 佐渡市役所 ３階 大会議室 

議題 

（１）国脱炭素政策及び佐渡市脱炭素先行事業の概要説明 

（２）佐渡市脱炭素推進会議の概要説明 

（３）意見交換等 

会議の公開・非公開 公開 

出席者 

東北電力ネットワーク㈱新潟支社、佐渡電力センター 

東北電力ソーラーe チャージ㈱ 

佐渡ガス㈱ 

静岡ガス㈱ 

佐渡市地域循環社会推進協議会 

㈱アドバンテック 

新潟県建設業協会佐渡支部 支部長 ㈱広瀬組 

新潟県電気工事工業組合佐渡支部 支部長 中務商店 

渡辺産商㈱ 

佐渡連合商工会 

尾畑酒造㈱ 

佐渡汽船㈱ 

新潟交通佐渡㈱ 

(一社)佐渡観光交流機構 

㈱第四北越銀行 

(公財)地球環境戦略研究機関（IGES） 

新潟県 創業・イノベーション推進課 

新潟県 環境政策課 

佐渡地域振興局 

 

＜佐渡市＞ 

総合政策監 日坂仁 

企画財政部長 猪股雄司 

＜事務局＞ 

・佐渡市 総合政策課長 笠井貴弘 

     総合政策課 地域エネルギー係 係長 渡部達也 

     総合政策課 地域エネルギー係 主事 北見航希 



会議資料 別紙のとおり 

傍聴人の数 0 人 

備考  

 

会議の概要（主な発言等） 

１ 開会 

 

２ 自己紹介 

 

３ 座長の選任 

・事務局案のとおり、佐渡連合商工会事務局長を座長とすることで承認を得た。 

 

４ 議題１）国脱炭素政策及び佐渡市脱炭素先行事業の概要説明 

・事務局より説明。 

 

議題２）佐渡市脱炭素推進会議の概要説明 

・事務局より説明。 

 

  意見交換等） 

・エネルギー消費は様々な分野で行われており、脱炭素に向けては皆様の行動変容が必

要となる。また、島内での経済循環に必要なことは、再生可能エネルギーの大量導入で

あり、是が非でも取り組まなければならない事項である。脱炭素化の取組推進にあたり

多くの民間企業に参画していただきながら、必要な設備投資等も行っていただけるよう

になると良いと考えている。取組の推進に当たり、市や関係者等と日々やり取りをしな

がら進められるようお願いしたい。 

・様々な場面で参画をしたい。環境関連だけでなく、SDGs 等もある。様々な事業の組み

合わせについても想定をして良いものか。会社の取組として、バイオマス等にも取り組

んでいる。また、EV 事業やソーラーシェアなど、県外事業者も含めて紹介等も可能であ

る。 

・情報共有し、上手く組み合わせできるようにできれば良いと考えている。 

・弊社は再エネ発電の発電所建設・運営を実施してきた会社である。再エネ導入の取組

は、地域の中で運営体が組成され、そこが将来的に継続して運営していけるような形を

目指していくべきであると考えている。地域で運営ができるような基盤づくりも合わせ

て取り組んでいるため、事例についても改めて紹介させていただくことは可能である。 

・弊社は太陽光パネルを設置し、再エネで酒造りをしている。酒造りの原料は全て佐渡

のもので、島内で生産・製造した商品を島外で販売していきたいという想いで取り組ん



でいる。地域経済の活性化を目指していくための１つとして再エネ導入があると考えて

いる。ブランド化という面でも、脱炭素化の取組推進と対外的な発信の両面で進めてい

くべきである。 

・旅行者より再エネを使った電気供給がされていない施設は利用を控えたいといった意

見も出てきている。脱炭素化に関しては、再エネ導入だけではなく、儲かる仕組みも考

えることが必要である。 

・脱炭素化に向け、発電量の増加、防災機能の向上、循環型としていくのか、どこを目

的とするのか気になっている。民間や個人レベルでは、どのように再エネ導入を進めて

いくのかが課題になると考えている。地域新電力設立には東北電力ネットワークとの調

整が必要となる。 

・太陽光は不安定電力であり、今ある火力発電との連携は不可欠となる。関東地方では、

この暑さで電力使用制限という話も出てきている。いかにそれを実践していくのかが課

題と考える。 

 

 


